
当院の診断⾯接にてうつ病の診断に該当する⽅

中等症以上のうつ病症状（簡易抑うつ症状尺度

で合計得点11点以上）を認めている⽅

パソコン・タブレット・スマートフォン端末を

所有し、ご⾃宅等にインターネット環境が整備

されている⽅

20歳以上70歳未満の⽅

研究期間内に8回以上の来院可能な⽅

この研究に参加することに⽂書で同意していた

だける⽅

1.

2.

3.

4.

5.

6.

今回の研究にご参加いただける⽅

アルコールなどの物質依存を認める⽅

躁状態や妄想などの症状が、これまであるいは

現在認める⽅

うつ病以外の精神科診断が主となる⽅

⾃殺したいという気持ちが強く切迫している⽅

重度あるいは不安定な状態の脳や⾝体の疾患が

ある⽅

研究参加中に、構造化された他の精神療法を受

けている⽅

その他、研究者が本研究を安全に実施するのに

不適当と判断した⽅

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

今回の研究にご参加いただけない⽅

研究に参加するための条件を満たしているかど
うかを確認するために診察と検査を⾏います。
診察・検査の結果によっては、安全性の理由か
ら研究への参加や継続いただけない場合があり
ますのでご了承ください。詳しくは担当医師ま
たは臨床研究コーディネーターにおたずねくだ
さい。
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うつ病の成⼈に対するブレンド

型認知⾏動療法：

多施設共同ランダム化⽐較試験

研究参加のご案内

IN IT IATE  study

認知⾏動療法とは
私たちの気分や⾏動は、物事へのとらえ⽅（これを

「認知」といいます）に⼤きく影響されているという

理解に基づき、治療者とその物事へのとらえ⽅を話し

合うことで「認知」の幅を広げて考え⽅を柔軟にさ

せ、問題解決（⾏動）をしやすくすることで、気分の

改善を図っていく精神療法の⼀つです。

これまでの研究より、薬物療法と同程度の治療効果が

あることが⽰されています。

わかりやすい動画は

こちらから
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◆ブレンド型認知⾏動療法研究プ

ログラムについて

 ⽇本では2010年からうつ病に対する認

知⾏動療法は健康保険の対象となりまし

た。しかしながら、わが国では認知⾏動療

法を実施できる医療機関や⼗分なスキルを

習得した治療者はまだ少なく、全く実施さ

れていない地域があることも分かっていま

す。

 本研究では、より幅広い地域への認知⾏

動療法の普及を⽬指して、全国の医療機関

において多くの治療者が担当する「ブレン

ド型認知⾏動療法」が、安全かつ有効に実

施できるかを調べることを⽬的としていま

す。

 ブレンド型認知⾏動療法とは、イン

ターネットサイトを⽤いることで、従

来の認知⾏動療法よりも効率的に提供

することができる認知⾏動療法です。

 既に⽇本の医療機関において、うつ

病の⽅を対象として、安全かつ有効に

実施できることが確認されています。

◆研究プログラムの⽬的

◆研究プログラムの流れ

 本研究において実施される各種⼼理検査

やツール使⽤料の⾃⼰負担はありません。

 ただし、通常の外来診察の費⽤は、これ

まで通り患者さんの健康保険を使⽤してご

負担をお願いします。

 また、ご⾃宅などから遠隔セッションを

⾏う場合は、インターネット通信料の負担

が⽣じますのでご了承ください。

◆費⽤負担について

 本研究の被験者さまの検査データを含む

臨床情報は、個⼈を特定できる情報は除か

れ、研究データセンターにて厳重に管理さ

れます。匿名化されたデータは、研究に必

要な解析に⽤いられますが、患者さんのプ

ライバシーは保護されます。

 なお、本研究は九州⼤学病院倫理委員会

の承認を受けて実施するものです。

◆個⼈情報の保護について

 本研究の参加条件を満たしていることが

確認されましたら、ブレンド型認知⾏動療

法プログラムをすぐ⾏うか、4ヶ⽉間の待

機後にプログラムを⾏うかを決定します。

 なお、プログラムの開始時期はコンピュ

ーターによってランダムに決められるた

め、患者さんあるいは医師・研究者では決

められません。

◆研究プログラムの参加について


